
十
三

法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
取
消
し
に
係
る
通
知

十
四

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
取

消
し
に
係
る
補
助
金
等
の
返
還
の
命
令
に
係
る
通
知

十
五

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等

の
額
の
確
定
に
係
る
補
助
金
等
の
返
還
の
命
令
に
係

る
通
知

十
六

法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検

査
等

三
重
県

滋
賀
県

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

埼
玉
県

一

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付
の
申

請
の
受
理

二

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
通
知

三

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
実
績
報
告
の
受
理

京
都
府

一

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付
の
申

請
の
受
理

二

法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号

の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
の
受
理
並
び
に
同
項
第

五
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理

三

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
状
況
報
告
の
受
理

四

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
実
績
報
告
の
受
理

愛
媛
県

一

法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交
付
の
申

請
の
受
理

二

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
交

付
の
決
定
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
申
請
に
係
る
書

類
等
の
審
査

三

法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号

の
規
定
に
よ
る
承
認
の
申
請
の
受
理
並
び
に
同
項
第

五
号
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理

四

法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号

の
規
定
に
よ
る
承
認
並
び
に
同
項
第
五
号
の
規
定
に

よ
る
指
示
に
係
る
通
知

五

法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
通
知

六

法
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条

の
規
定
に
よ
る
事
情
変
更
に
よ
る
決
定
の
取
消
し
等

に
係
る
通
知

七

法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
状
況
報
告
の
受
理

八

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業
等

の
遂
行
の
命
令
に
係
る
通
知

九

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
事
業
等

の
遂
行
の
一
時
停
止
の
命
令
に
係
る
通
知

十

法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
実
績
報
告
の
受
理

十
一

法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等
の
額
の

確
定
等
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
報
告
書
等
の
書
類

の
審
査
及
び
通
知

十
二

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
是
正
の
た

め
の
措
置
の
命
令
に
係
る
通
知

十
三

法
第
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

八
条
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
取
消
し
に
係
る
通
知

十
四

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
の
取

消
し
に
係
る
補
助
金
等
の
返
還
の
命
令
に
係
る
通
知

十
五

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
等

の
額
の
確
定
に
係
る
補
助
金
等
の
返
還
の
命
令
に
係

る
通
知

平成™›年˜˜月š—日 金曜日 (号外第™œ 号)官 報

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
七
十
六
号

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第
一
条

第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
施
設
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

三
井

辨
雄

第
二
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六
十
六

金
属
代
替
材
料
と
し
て
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
で
補
強
さ
れ
た
高
強
度
の
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン
を
用
い
た

三
ユ
ニ
ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
治
療

イ

対
象
と
な
る
負
傷
、
疾
病
又
は
そ
れ
ら
の
症
状

臼
歯
部
中
間
欠
損
（
臼
歯
部
の
う
ち
一
歯
が
欠
損
し
、
そ
の
欠
損
し
た
臼
歯
に
隣
接
す
る
臼
歯
を
支
台
歯
と

す
る
も
の
に
限
る
。）

ロ

施
設
基
準

\

主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

{

専
ら
歯
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
い
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

|

補
綴て

つ

歯
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

}

当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

~

当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
歯
科
医
師
又
は
補
助
を
行
う
歯
科
医
師
と
し

て
六
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
歯
科
医
師
と
し
て

五
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。

]

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

{

歯
科
を
標
榜ぼ

う

し
て
い
る
こ
と
。

|

実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
歯
科
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

}

歯
科
衛
生
士
及
び
歯
科
技
工
士
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

~

医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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